
ブレードサーバの保守

この章は、次の項で構成されています。

•ドライブの置き換え（1ページ）
•ブレードサーバのカバーの取り外し（5ページ）
•内部コンポーネント（5ページ）
•診断ボタンと LED（7ページ）
•フロントメザニンストレージモジュールの取り付け（7ページ）
• Supercapモジュールの交換（8ページ）
• CPUおよびヒートシンクの交換（11ページ）
•メモリ（DIMM）の交換（28ページ）
• Intel Optane DC永続メモリモジュールの交換（32ページ）
• mLOMスロットへの仮想インターフェイスカードの取り付け（37ページ）
• mLOM VICに加えてリアメザニンモジュールを取り付け（39ページ）
• NVIDIA P6 GPUカード（40ページ）
•トラステッドプラットフォームモジュールのイネーブル化（47ページ）
•トラステッドプラットフォームモジュール (TPM)の交換（49ページ）
•ミニストレージモジュール（50ページ）
•ブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールの交換（64ページ）
• PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル（68ページ）

ドライブの置き換え
Cisco UCS B200 M5ブレードサーバは、オプションのフロントストレージメザニンモジュー
ルを使用します。このモジュールには、2.5インチの SAS、SATA、または NVMeのいずれか
のハードディスクまたは SSDドライブ用の 2つのドライブベイがあります。ストレージメザ
ニンモジュールは、RAIDコントローラもサポートしています。フロントストレージメザニ
ンモジュールをシステムの一部として設定していない状態でサーバを購入した場合、ブランキ

ングパネルのペアが配置されている可能性があります。これらのパネルは、ディスクドライ

ブを取り付ける前に取り外す必要がありますが、ドライブベイが使用されない場合は、冷却と

通気が適切に行われるように所定の場所に取り付けたままにする必要があります。
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ディスクドライブは、ブレードサーバをシャーシから取り外さなくても取り外しと取り付け

が可能です。

データの消失やオペレーティングシステムの損傷を防ぐため、定期的なメンテナンス期間中に

ドライブサービスを必ず実行してください。

注意

このブレードサーバでサポートされるドライブには、ホットプラグ可能なドライブスレッド

が取り付けられています。空のホットプラグ可能なドライブスレッドのキャリア（ドライブを

含まない）は、ドライブとは別に販売されていません。現在サポートされているドライブのリ

ストは、「Cisco UCS B-Series Blade Servers Data Sheets」ページの『Cisco UCS B200 M5 Blade
Server Specification Sheet』に記載されています。

稼働中のブレードサーバでドライブをアップグレードまたは追加する前に、CiscoUCSManager
でサービスプロファイルを確認し、新しいハードウェア設定が、サービスプロファイルで設

定されているパラメータの範囲内になることを確認します。

4Kセクター形式の SAS/SATAドライブの考慮事項（3ページ）も参照してください。（注）

ブレードサーバのドライブの取り外し

ブレードサーバからドライブを取り外すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 解除ボタンを押してイジェクタを開き、ドライブをスロットから引き出します。

データの損失を防ぐため、ドライブを取り外す前にシステムの状態を確認してくださ

い。

注意

ステップ 2 取り外したドライブをすぐに別のサーバに取り付けない場合は、静電気防止用マットまたは静
電気防止用フォームの上にドライブを置きます。

ステップ 3 ドライブブランキングパネルを取り付けて、適切なエアーフローを保ち、ドライブベイが空
のままになる場合はドライブベイにほこりが入らないようにします。

ブレードサーバのドライブの取り付け

ブレードサーバにドライブを取り付けるには、次の手順に従います。
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手順

ステップ 1 解除ボタンを押してドライブイジェクタを開きます。

ステップ 2 ブレードサーバの開口部にドライブを差し込んでゆっくりと押し込み装着します。

ステップ 3 ドライブイジェクタを押して閉じます。

RAIDサービスのフォーマットと設定には Cisco UCS Managerを使用できます。詳細について
は、次を参照してください。使用しているバージョンのCisco UCSManagerの構成ガイド設定
ガイドは、次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html

RAIDクラスタを移動する必要がある場合は、『Cisco UCS Manager Troubleshooting Reference
Guide』を参照してください。

4Kセクター形式の SAS/SATAドライブの考慮事項
• 4Kセクター形式のドライブはレガシーモードではなく UEFIモードで起動する必要があ
ります。ブートポリシーでUEFIブートモードを設定するには、このセクションの手順を
参照してください。

•同じ RAIDボリュームの一部として 4Kセクター形式および 512バイトセクター形式のド
ライブを設定しないでください。

• 4Kセクタードライブのオペレーティングシステムサポートについては、サーバの相互運
用性マトリックス『ハードウェアおよびソフトウェア相互運用性マトリックスツール』を

参照してください。

UCS Managerブートポリシーで UEFIモードブートの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers（サーバ）] > [Policies（ポリシー）]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。

[ブートポリシーの作成]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。
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この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）が使用できます。この名前は、オブジェクトの保存後には変

更できません。

ステップ 6 （オプション）ブート順序を変更した後、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスを
オンにして、このブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートします。

シスコ以外のVICアダプタがあるサーバに適用されるブートポリシーの場合、[Reboot on Boot
Order Change]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除または順序の変更が
なされると、ブートポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 （オプション）希望する場合、[vNIC/vHBA/iSCSI名を強制する]チェックボックスをオンにし
ます。

•オンにした場合、Cisco UCSManagerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリス
トされた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に
一致するかどうかをレポートします。

•オフにした場合は、Cisco UCSManagerがサービスプロファイルから（ブートオプション
に応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 [Boot Mode]フィールドで UEFIラジオボタンをオンにします。

ステップ 9 UEFIブートセキュリティを有効にする場合、ブートセキュリティのチェックボックスをオン
にします。

ステップ 10 次の 1つ以上のオプションをブートポリシーに設定し、ブート順序を設定します。

•ローカルデバイスブート：サーバのローカルディスク、仮想メディア、リモート仮想ディ
スクなどローカルデバイスからブートするには、お使いのリリースの「CiscoUCSManager
サーバ管理ガイド」のブートポリシーのローカルディスクブートの設定を続行します。

• SANブート：SANのオペレーティングシステムイメージからブートするには、お使いの
リリースの「Cisco UCS Managerサーバ管理ガイド」のブートポリシーの SANブートの

設定を続行します。

プライマリおよびセカンダリSANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場合、
サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• LANブート：一元化されたプロビジョニングサーバからブートするには、お使いのリリー
スの「 Cisco UCS Managerサーバ管理ガイド」のブートポリシーの LANブートの設定を
続行します。

• iSCSIブート：iSCSI LUNから起動するには、お使いのリリースの『Cisco UCS Manager

サーバ管理ガイド』「 iSCSIブートポリシーの作成」を続行します。
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ブレードサーバのカバーの取り外し
ブレードサーバのカバーを取り外すには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 次の図に示すようにボタンを押し続けます。

ステップ 2 カバーのバックエンドをつかんでカバーを後方に引き、引き上げます。

図 1 :ブレードサーバのカバーの取り外し

内部コンポーネント
次の図に、Cisco UCS B200 M5ブレードサーバの内部コンポーネントを示します。
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図 2 : Cisco UCS B200 M5ブレードサーバの内部ビュー
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フロントメザニンストレージモジュールが取り付けられている場合は、USBコネクタはその
下にあります。USBドライブを取り付ける必要がある場合は、ストレージモジュールの小さ
な切り欠き開口部を利用して USBコネクタの位置を目視で特定してください。NVIDIA GPU
がフロントメザニンスロットに装着されている場合、USBコネクタは確認できません。

（注）

診断ボタンと LED
ブレードの起動時に POST診断によって CPU、DIMM、HDD、およびリアメザニンモジュー
ルがテストされ、エラー通知がCiscoUCSManagerに送信されます。通知はCiscoUCSManager
システムエラーログまたは show tech-supportコマンド出力で確認できます。エラーが検出さ
れると、障害が発生したコンポーネントの横にあるLEDもオレンジに点灯します。実行時に、
ブレードBIOSとコンポーネントドライバによってハードウェアの障害がモニタされ、必要に
応じてオレンジ色の診断 LEDが点灯します。

LEDの状態は保存され、シャーシからブレードを取り外すと、LEDの値は最大 10分間継続さ
れます。マザーボードの LED診断ボタンを押すと、コンポーネントに障害が発生しているこ
とを示す LEDが最大 30秒間点灯するので、コンポーネントの識別が容易になります。シャー
シにブレードを取り付け直して起動すると LEDの障害値がリセットされ、プロセスが最初か
ら開始されます。

DIMM挿入エラーが検出されると、ブレードの検出プロセスが失敗する場合があり、エラーは
サーバの POST情報でレポートされます。これは、UCSManager GUIまたは CLIから確認でき
ます。特定の規則に従って DIMMが装着されている必要があります。このルールはブレード
サーバのモデルによって異なります。ルールについてはブレードサーバの各マニュアルを参照

してください。

DIMMまたはリアメザニンモジュールで障害が発生すると、サーバの状態 LEDは、軽微な障
害ではオレンジに点灯し、重大な障害ではオレンジに点滅します。

フロントメザニンストレージモジュールの取り付け
Cisco UCS B200 M5ブレードサーバは、2つのドライブベイおよび RAIDコントローラのサ
ポート、またはNVMeベースの PCIe SSDサポート機能を提供できるオプションのフロントメ
ザニンストレージモジュールを使用します。

ヒートの問題により、特定の CPUで前面メザニンストレージモジュールを使用するにあたり
制限があります。CPU構成ルール（12ページ）を参照してください。

（注）

フロントメザニンストレージモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 フロントメザニンストレージモジュールとマザーボードの両方からコネクタの保護カバーを
取り外します。

ステップ 2 ストレージモジュールをフロントメザニンコネクタの上に置き、マザーボード上の 2つのス
タンドオフポストをサーバの前面に置きます。

ステップ 3 ストレージモジュールがカチッと音がして所定の位置にはまるまで、「Press Here to Install」
というラベルが貼られたドライブベイケージを押し下げます。

図 3 :フロントメザニンストレージモジュール

ステップ 4 プラスドライバを使用して、4本のネジを締め付け、ストレージモジュールを固定します。ネ
ジの場所には、「Secure Here」というラベルが貼られています。

Supercapモジュールの交換
SuperCapモジュールはフロントメザニンモジュールボードに接続する電源で、施設の電源が
落ちた場合に RAIDに電源を供給します。

SuperCapモジュールを交換するには、次のトピックを参照してください。

• SuperCapモジュールの取り外し（9ページ）

• SuperCapモジュールの取り付け（10ページ）
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SuperCapモジュールの取り外し
SuperCapモジュールはプラスチックトレイに収まります。モジュールは、モジュールへのコ
ネクタ1個とボードへのコネクタ1個がついたリボンケーブルでボードに接続します。SuperCap
交換用 PID (UCSB-MRAID-SC =)にはモジュールのみが含まれているため、ボード上の所定の
位置にリボンケーブルを置いておく必要があります。

SuperCapモジュールを取り外すときは、モジュールからのみリボンケーブルを取り外してく
ださい。ボードからケーブルを外さないでください。ボード接続とケーブルを固定するテープ

は、接続された状態で損傷を受けていない必要があります。

注意

SuperCap電源モジュールを交換するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 SuperCapモジュールのケーブルコネクタをつかみ、SuperCapモジュールからケーブルをゆっ
くりと外します。

ケーブル自体、テープ、またはボードコネクタをつかまないでください。

図 4 :ボードではなくモジュールからの SuperCapケーブルの取り外し

ステップ 2 SuperCapモジュールを取り外す前に、トレイの向きを確認してください。
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コネクタの向きが正しい場合、コネクタはモジュールの下半分にあり、ケーブルに面していま

す。新しい SuperCapモジュールを同じ向きで取り付ける必要があります。

ステップ 3 SuperCapモジュールの側面を持ち、コネクタは持たず、トレイから SuperCapモジュールを持
ち上げます。

図 5 : SuperCapモジュールの取り外し

モジュールを固定するためにトレイが曲がっているので、多少の抵抗を感じることがありま

す。

SuperCapモジュールの取り付け
SuperCapモジュール (UCSB-MRAID-SC=)を取り付けるには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 (1)に示されるように、SuperCapモジュールの方向を合わせます。

正しく方向を合わせた場合：

•コネクタがケーブルに面したモジュールの下半分にあります。

ブレードサーバの保守
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•コネクタがトレイの三角の切れ込みに収まります。この切れ込みは、SuperCapモジュール
コネクタを受け入れるために特別に設計されています。

先に進む前に SuperCapモジュールの方向が適切であることを確認します。モジュー
ルが不適切に取り付けられている場合、リボンケーブルが引っかかったり損傷を受け

たりします。

注意

ステップ 2 モジュールが正しい方向に向いたら、モジュールを下げ、トレイに収まるまで下に押します。

トレイの上部にあるカーブした留め具にモジュールを通すとき、少し抵抗を感じる場合があり

ます。

図 6 : SuperCapモジュールの方向を合わせて取り付ける

ステップ 3 モジュールがトレイに配置されたら、ケーブル (2)を再度接続します。

a) ケーブルコネクタとモジュールコネクタの位置が合っている場合、ケーブルを SuperCap
モジュールに挿します。

b) ケーブルコネクタとモジュールコネクタが正しく位置合わせされたら、ケーブルをSuperCap
モジュールに差し込みます。

次のタスク

ブレードサーバを再度取り付けます。ブレードサーバの取り付けに進みます。

CPUおよびヒートシンクの交換
このトピックでは、CPUおよびヒートシンクの交換に間する設定ルールと手順について説明し
ます。

ブレードサーバの保守
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第二世代 Intel Xeon Scalable Processorsへのアップグレードのための特
別情報

このサーバでサポートされている第二世代の Intel Xeon Scalable processorsにアップグレードす
る前に、サーバのファームウェアを必要な最小レベルにアップグレードする必要があります。

古いバージョンのファームウェアは新しい CPUを認識できないため、サーバがブート不可能
になります。

注意

第二世代 Intel Xeon Scalable processorsをサポートするこのサーバで、必要な最小のソフトウェ
アおよびファームウェアバージョンは、次のとおりです。

表 1 :第二世代 Intel Xeon Scalable Processorsの最小要件

最小バージョンソフトウェアまたはファームウェア

4.0(4)Cisco UCS Manager

4.0(4)サーバ Cisco IMC

4.0(4)サーバ BIOS

次のいずれか 1つの処理を実行します。

•サーバのファームウェアや Cisco UCS Managerソフトウェアが上（または後で）に示され
ている最小の必要レベルである場合は、このセクションの手順を使用してCPUハードウェ
アを交換できます。

•サーバのファームウェアや Cisco UCS Managerソフトウェアが必要レベルよりも古い場合
は、『次世代 Intel Xeon向け Cisco UCS BシリーズM5サーバアップグレードガイド』の
指示に従ってソフトウェアをアップグレードします。ソフトウェアをアップグレードした

後、指示通りにこのセクションに戻り、CPUハードウェアを交換します。

CPU構成ルール
このサーバのマザーボードには 2個の CPUソケットがあります。各 CPUは、6つの DIMM
チャネル（12のDIMMスロット）をサポートします。メモリ入力ガイドライン（28ページ）
を参照してください。

•サーバは、1つの CPUまたは 2つの同型 CPUが取り付けられた状態で動作できます。

•最小構成は、少なくともCPU1が取り付けられていることです。最初にCPU1、次にCPU
2を取り付けます。

次の制約事項は、シングル CPU構成を使用する場合に適用されます。

•未使用 CPUソケットがある場合は、工場出荷時からあるダストカバーの装着が必要
です。

ブレードサーバの保守
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• DIMMの最大数は 12です（CPU 1チャネル A、B、C、D、E、Fのみ）。

•リアメザニンスロットは使用できません。

•インテル Xeon Scalableプロセッサー（第一世代）の場合：1つの CPUによって制御され
る12個のDIMMスロットで使用できる最大合計メモリ容量は768GBです。12個のDIMM
スロットに合計 768 GBを超える容量のメモリを装着するには、「M」で終わる PIDを持
つ大容量メモリ CPU（たとえば、UCS-CPU-6134 M）を使用する必要があります。

•第二世代インテル Xeon Scalableプロセッサー：これらの第二世代 CPUには 3つのメモリ
階層があります。これらの規則は、ソケット単位で適用されます。

• CPUソケットに最大 1 TBのメモリが搭載されている場合は、サフィックスのない
CPUを使用できます（例：Gold 6240）。

• CPUソケットに最大 1 TB以上（最大 2 TB）のメモリが搭載されている場合は、Mサ
フィックスが付いた CPU（例：プラチナ 8276M）を使用する必要があります。

• CPUソケットに最大 2 TB以上（最大 4.5 TB)）のメモリが搭載されている場合は、L
サフィックスが付いた CPU（例：プラチナ 8270L）を使用する必要があります。

次の表では、示されたプロセッサで設定されたシステムは吸気口の周囲温度のしきい値に従う

必要があります。しきい値を守らなかった場合、ファンの障害、または Intel®Advanced Vector
Extensions 512（Intel® AVX-512）のような負荷の高い命令セットを使用するワークロードの実
行により、温度異常、パフォーマンス劣化（またはその両方）の障害が発生して関連するイベ

ントがシステムイベントログ（SEL）に記録されることがあります。次の表に、35°C（95°F）
を下回る周囲温度の制限と構成の制限を示します。これらの制限により、適切に冷却を行って

システムパフォーマンスに影響を与える可能性がある過度なプロセッサのスロットリングを回

避できます。

注意

ブレードサーバの保守
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表 2 :表 3a周囲温度と構成の制限

構成の制限周囲温度の制限ブレードス

ロット

CPU PIDプロセッサの熱設

計電力（TDP）

フロントメザニ

ン GPU

32°C（90°F）

いずれか

（Any）

UCS-CPU-18260Y

UCS-CPU-16252N

UCS-CPU-16240Y

UCS-CPU-16230N

任意の Yまたは N
SKU

いずれか

（Any）

UCS-CPU-18280M

UCS-CPU-18280L

UCS-CPU-18280

UCS-CPU-18270

UCS-CPU-18268

UCS-CPU-8180M

UCS-CPU-8180

UCS-CPU-8168

UCS-CPU-16254

UCS-CPU-6154

200Wまたは 205W

いずれか

（Any）

UCS-CPU-16246

UCS-CPU-16244

UCS-CPU-15222

周波数最適化
150/165 / 125W

25° C [77° F]
1～ 7

UCS-CPU-16258R

UCS-CPU-16248R

UCS-CPU-6246R

UCS-CPU-6242R
205W R SKU

8UCS-CPU-16258R

22° C [72° F]8

UCS-CPU-16248R

UCS-CPU-6246R

UCS-CPU-6242R

CPUの交換に必要なツール
この手順に必要な工具および器具は、次のとおりです。

• T-30トルクスドライバ：交換用 CPUに付属。

ブレードサーバの保守
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• No. 1マイナスドライバ：交換用 CPUに付属。

• CPUアセンブリツール：交換用 CPUに付属。Cisco PID UCS-CPUAT=として別途注文で
きます。

•ヒートシンククリーニングキット：交換用CPUに付属しています。CiscoPIDUCSX-HSCK=
として別途注文できます。

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

•サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）：交換用 CPUに付属しているシリンジ。
既存のヒートシンクを再使用する場合にのみ使用してください（新しいヒートシンクには

TIMがあらかじめ貼り付けられています）。Cisco PID UCS-CPU-TIM=として別途注文で
きます。

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

CPUおよびヒートシンクの交換

CPUとそのソケットは壊れやすいので、ピンを損傷しないように十分に注意して扱う必要があ
ります。CPUはヒートシンクとサーマルインターフェイスマテリアルとともに取り付け、適
切に冷却されるようにする必要があります。CPUを正しく取り付けないと、サーバが損傷する
ことがあります。

注意

手順

ステップ 1 既存の CPU/ヒートシンクアセンブリをサーバから取り外します。

a) デコミッションしてから、サーバの電源をオフにします。
b) サーバをシャーシの前面から引き出します。
c) ブレードサーバのカバーの取り外し（5ページ）の説明に従ってサーバから上部カバー
を取り外します。

d) 交換用CPUに付属の T-30トルクスドライバを使用して、CPUアセンブリが取り付けられ
ているヒートシンクをマザーボードのスタンドオフに固定している 4個の非脱落型ナット
を緩めます。

ヒートシンクを水平に持ち上げるため、ヒートシンクナットを交互に均等に緩め

ます。ヒートシンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（4、3、
2、1）で緩めます。

（注）

e) CPU/ヒートシンクアセンブリをまっすぐ持ち上げ、ヒートシンクを下にして静電気防止
用シートに置きます。

ヒートシンクの損傷を防ぐため、ヒートシンクをフィン壁ではなく、フィンの端

に沿って保持してください。

（注）

ブレードサーバの保守
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図 7 : CPU/ヒートシンクアセンブリの取り外し

ヒートシンクの非脱落型ナット（各

側に 2個）
2ヒートシンク1

マザーボード上の CPUソケット4CPUキャリア（この図ではヒート
シンクの下）

3

-T-30トルクドライバ5

ステップ 2 ヒートシンクを CPUアセンブリから分離します（CPUアセンブリには CPUと CPUキャリア
が含まれています）。

a) 次の図に示すように、CPUアセンブリが取り付けられたヒートシンクを上下が逆向きにな
るように置きます。

サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）ブレーカーの位置に注意してください。
CPUキャリア上の小さなスロットの横に、TIM BREAKERと印字されています。

ブレードサーバの保守
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図 8 :ヒートシンクと CPUアセンブリの切り離し

CPU2CPUキャリア1

TIMブレーカースロットに最も近
い位置にある CPUキャリアの内側
ラッチ

4CPUキャリアの TIM BREAKER
スロット

3

TIMブレーカースロットの反対側
の角にある CPUキャリア内部ラッ
チ

6TIMブレーカースロットに差し込
まれている No.1マイナスドライ
バ

5

-CPUキャリア外部ラッチ7

b) TIMブレーカースロットに最も近い CPUキャリア内部ラッチを内側につまみ、押し上げ
てヒートシンクの角のスロットからクリップを外します。

c) TIM BREAKERと印字されているスロットに、#1マイナスドライバの先端を差し込みま
す。

d) ヒートシンクの TIMが CPUから離れるまで、ドライバを静かに回転させて CPUヒート
スプレッダを持ち上げます。

ヒートシンクの表面に損傷を与えないように注意してください。ドライバの先端

で緑色の CPU基盤に触ったり、損傷したりしないようにしてください。
（注）

e) TIMブレーカーの反対側の角で CPUキャリア内部ラッチをつまみ、押し上げてヒートシ
ンクの角のスロットからクリップを外します。

ブレードサーバの保守
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f) CPUキャリアの残りの 2つの隅で、外側ラッチをゆっくりと外側に押し開け、ヒートシン
クから CPUアセンブリを持ち上げます。

CPUアセンブリを取り扱うときには、プラスチック製のキャリアだけをつかんで
ください。CPUの表面には触れないでください。CPUをキャリアから分離しない
でください。

（注）

ステップ 3 新しいCPUアセンブリは、CPUアセンブリツールに入った状態で出荷されます。新しいCPU
アセンブリと CPUアセンブリツールを箱から取り出します。

サーバに 165 Wを超える CPUが搭載されている場合は、ヒートの問題により前面メ
ザニンストレージモジュールを取り付けることはできません。サーバの動作温度（吸

気口の温度）を下げる必要があるCPUは他にもあります。CPU構成ルール（12ペー
ジ）を参照してください

.

注意

CPUアセンブリと CPUアセンブリツールを分離した場合は、正しい向きになるよう次の図に
示す位置合わせ機能に注意してください。CPUキャリアのピン 1の三角形を、CPUアセンブ
リツールの斜めになった角に合わせる必要があります。

CPUとそのソケットは壊れやすいので、ピンを損傷しないように十分に注意して扱う
必要があります。

注意

ブレードサーバの保守
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図 9 : CPUアセンブリツール、CPUアセンブリ、ヒートシンク位置合わせ機構

CPUアセンブリ（プラスチック製の
キャリア内の CPU）

2CPUアセンブリツール1

ヒートシンクの斜めになった角（ピ

ン 1位置合わせ機構）
4ヒートシンク3

CPUアセンブリツールの斜めになっ
た角（ピン 1位置合わせ機構）

6キャリアの三角形の切り込み（ピン

1位置合わせ機能）
5

ステップ 4 新しい TIMを適用します。

適切に冷却されてパフォーマンスが出るように、ヒートシンクの CPU側の表面に新
しい TIMが必要です。

（注）

•新しいヒートシンクを取り付ける場合は、新しいヒートシンクにはTIMが塗布されたパッ
トが付属しています。ステップ 5に進みます。

ブレードサーバの保守
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•ヒートシンクを再利用する場合は、ヒートシンクから古い TIMを除去してから、付属の
シリンジから新しい TIMを CPU表面に塗布する必要があります。次のステップ aに進み
ます。

a) ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）およびスペアのCPUパッケージに同
梱されているボトル #1洗浄液をヒートシンクの古い TIMに塗布し、15秒以上浸しておき
ます。

b) ヒートシンククリーニングキット付属の柔らかい布を使って、古いCPUから TIMをすべ
てふき取ります。ヒートシンク表面に傷を付けないように注意してください。

c) ボトル #2を使用してヒートシンクの底面を完全にきれいにして、ヒートシンクの取り付
けを準備します。

d) 新しいCPU（UCS-CPU-TIM=）に付属のTIMのシリンジを使用して、CPUの上部に 1.5立
法センチメートル (1.5ml)のサーマルインターフェイスマテリアルを貼り付けます。均一
に覆うために、次の図に示すパターンを使用してください。

図 10 :サーマルインターフェイスマテリアルの貼り付けパターン

CPUには正しいヒートシンクのみを使用してください。CPU 1にはヒートシンク
UCSB-HS-M5-Fを使用し、CPU 2にはヒートシンク UCSB-HS-M5-Rを使用しま
す。

注意

ステップ 5 CPUアセンブリを CPUアセンブリツールに取り付けた状態で、ヒートシンクを CPUアセン
ブリにセットします。

a) ヒートシンクのピン 1コーナーと CPUキャリアのピン 1タブを正しい方向に合わせて、
ヒートシンクを CPUの上に置きます。

b) CPUキャリアの角のラッチがヒートシンクの角の上でカチッと音がするまで、ゆっくりと
押し下げます。

c) 4つのラッチをすべて調べて、完全にかみ合っていることを確認します。

次の手順では、CPUの接点または CPUのソケットピンに触れたり傷つけたりしない
ように十分注意してください。

注意

ステップ 6 CPU/ヒートシンクアセンブリをサーバに取り付けます。

a) CPUアセンブリツールから CPUアセンブリが取り付けられているヒートシンクを持ち上
げます。

ブレードサーバの保守
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ヒートシンクの損傷を防ぐため、ヒートシンクをフィン壁ではなく、フィンの端

に沿って保持してください。

（注）

b) 次の図に示すように、マザーボードの CPUソケットの上で CPUをヒートシンクに合わせ
ます。

位置合わせ機構に注意してください。ヒートシンクのピン 1の斜めになった角が、CPUソ
ケットのピン 1の斜めになった角と合っている必要があります。CPUソケットの位置合わ
せピンは、CPUキャリアとヒートシンクのスロットに正しく合わせる必要があります。位
置合わせピンの 2つの異なるサイズに注意してください。

図 11 : CPUソケットへのヒートシンク/CPUアセンブリの取り付け

CPUソケットの位置合わせ支柱（2
個）

2アセンブリのガイド穴（2個）1

ヒートシンクの斜めになった角（ピ

ン 1位置合わせ機構）
4CPUソケットリーフスプリング3

CPUソケットの板バネのねじ式ス
タンドオフ

6ソケットの斜めになった角（ピン

1位置合わせ機構）
5

-CPUソケット位置合わせのねじ式
スタンドオフ

7
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c) CPUアセンブリとヒートシンクを CPUソケットに配置します。
d) 交換用 CPUに付属している T-30トルクドライバを使用して、ヒートシンクをマザーボー
ドのスタンドオフに固定する 4つの非脱落型ナットを締めます。

または、ヒートシンクが取り付けられている間水平になるようにヒートシンクの

ナットを均等に締めます。ヒートシンクナットを、ヒートシンクラベルに示さ

れている順序（1、2、3、4）で締めます。CPUソケットのリーフスプリングが平
らになるように、非脱落型ナットを完全に締める必要があります。

注意

e) サーバに上部カバーを戻します。
f) サーバを元のシャーシに取り付けます。

g) サーバの自動検出サーバを完了するまで Cisco UCS Managerを待機します。

CPU RMAと一緒に注文する追加の CPU関連部品
CPUの返品許可（RMA）が Cisco UCS Bシリーズサーバで発生すると、追加部品が CPUの予
備部品表（BOM）に含まれていない場合があります。TACエンジニアが正常に交換を行うた
めには、RMAに追加部品を追加する必要がある場合があります。

次の項目がCPU交換シナリオに適用されます。システムシャーシを交換し、既存のCPUを新
しいシャーシに移動する場合は、CPUからヒートシンクを分離する必要はありません。ブレー
ドサーバの RMA交換で注文する、追加の CPU関連パーツ（23ページ）を参照してくださ
い。

（注）

•シナリオ 1：既存のヒートシンクを再利用しています。

•ヒートシンクのクリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

• M5サーバ用サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

•シナリオ 2：既存のヒートシンクを交換しています。

（新しいヒートシンクには、TIMが事前に塗布されたパッドが付いています。）

• CPU 1のヒートシンク：UCSB-HS-M5-F=

• CPU 2のヒートシンク：UCSB-HS-M5-R=

•ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

ブレードサーバの保守
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•シナリオ 3：CPUキャリア（CPUの周りのプラスチックフレーム）が破損しています。

• CPUキャリア：UCS-M5-CPU-CAR=

• #1マイナスドライバ（ヒートシンクからの CPUの分離に使用）

•ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

• M5サーバ用サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

CPUヒートシンククリーニングキットは最大 4 CPUおよびヒートシンクのクリーニングに最
適です。クリーニングキットには、古い TIMの CPUおよびヒートシンクのクリーニング用
と、ヒートシンクの表面調整用の 2本のボトルの溶液が入っています。

新しいヒートシンクのスペアには、TIMのパッドが貼り付けられています。ヒートシンクを取
り付ける前にCPUの古い TIMを洗浄することが重要です。このため、新しいヒートシンクを
注文する場合でも、ヒートシンククリーニングキットを注文する必要があります。

ブレードサーバの RMA交換で注文する、追加の CPU関連パーツ
ブレードサーバの返品許可（RMA）が行われた場合は、既存のCPUを新しいサーバに移動し
ます。

前世代のCPUとは異なり、M5サーバのCPUではCPUヒートシンクアセンブリを移動する際
に CPUからヒートシンクを分離する必要がありません。したがって、ヒートシンククリーニ
ングキットやサーマルインターフェイスマテリアルの品目を追加する必要はありません。

（注）

• CPUまたはヒートシンクアセンブリの移動に必要なツールはT-30トルクスドライバのみ
です。

CPUを新しいブレードサーバにに移動するには、M5世代 CPUの移動（23ページ）の手順
を使用します。

M5世代 CPUの移動
この手順に必要なツール：T-30トルクスドライバ

RMAにより発送される交換用サーバでは、すべてのCPUソケットにダストカバーが装着され
ています。カバーは輸送中にソケットのピンを損傷から保護します。以下の手順で説明するよ

うに、返品するシステムにこれらのカバーを移動させる必要があります。

注意

ブレードサーバの保守
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手順

ステップ 1 M5 CPUを新しいブレードサーバに移動する場合、CPUからヒートシンクを分離する必要は
ありません。次の操作を行ってください。

a) T-30トルクスドライバを使用して、ボードのスタンドオフにアセンブリを固定している 4
本のキャプティブナットを緩めます。

ヒートシンクを水平に持ち上げるため、ヒートシンクナットを交互に均等に緩め

ます。ヒートシンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（4、3、
2、1）で緩めます。

（注）

b) CPUとヒートシンクのアセンブリをまっすぐに持ち上げて、ボードから取り外します。
c) ヒートシンクを外して CPUを静電気防止シートの上に置きます。

図 12 : CPU/ヒートシンクアセンブリの取り外し

マザーボード上の CPUソケット4ヒートシンク1
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T-30トルクドライバ5ヒートシンクの非脱落型ナット

（各側に 2個）
2

-CPUキャリア（この図ではヒート
シンクの下）

3

ステップ 2 新しいシステムから返品するシステムに CPUソケットカバーを移動させます。

a) ソケットカバーを交換用システムから取り外します。「REMOVE」マークが付けられた
2個のくぼみをつかみ、真っ直ぐに持ち上げます。

カバーの両端のくぼみをしっかりとつかんでください。CPUソケットのピンに触
れないでください。

（注）

図 13 : CPUソケットダストカバーの取り外し

-「REMOVE」マークが付けられた
くぼみ

1

b) ダストカバーの文字が書かれた面を上にして、戻すシステムの CPUソケットの上に装着
します。カバーの穴開き部分がソケットプレート上のすべての位置合わせ支柱に合ってい

ることを確認します。

次の手順で記述されている 2ヵ所以外、カバー上のどこも押さないでください。
他の場所を押すとソケットのピンが損傷する危険性があります。

注意

c) 2つのネジ式支柱の近くにある「INSTALL」の横の 2つの丸いマークを押し下げます（次
の図を参照）。カチッという音が聞こえ、装着された感触がするまで押します。

輸送中にダストカバーが緩まないようにするため、カチッという音と感触がする

まで押す必要があります。

（注）
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図 14 : CPUソケットダストカバーの取り付け

-INSTALLの横にある 2つの丸い
マークを押します。

-

ステップ 3 新しいシステムに CPUを取り付けます。

a) 新しいボード上で、次に示すように、CPUソケット上にアセンブリの位置を合わせます。

位置合わせ機構に注意してください。ヒートシンクのピン 1の斜めになった角が、CPUソ
ケットのピン 1の斜めになった角と合っている必要があります。CPUソケットの支柱が、
アセンブリのガイド穴の位置に合っている必要があります。
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図 15 : CPUソケットへのヒートシンク/CPUアセンブリの取り付け

ヒートシンクの斜めになった角（ピ

ン 1位置合わせ機構）
4アセンブリのガイド穴（2個）1

ソケットの斜めになった角（ピン

1位置合わせ機構）
5CPUソケットの位置合わせ支柱

（2個）
2

-CPUソケットリーフスプリング3

b) 新しいボード上で、CPUとヒートシンクのアセンブリを CPUソケットに配置します。
c) T-30トルクスドライバを使用して、ヒートシンクをボードのスタンドオフに固定する4本
のキャプティブナットを締め付けます。

ヒートシンクを水平に下ろすため、ヒートシンクナットを交互に均等に締めま

す。ヒートシンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（1、2、
3、4）で締めます。CPUソケットのリーフスプリングが平らになるように、非脱
落型ナットを完全に締める必要があります。

（注）
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メモリ（DIMM）の交換
このブレードサーバがサポートするDIMMは頻繁に更新されます。サポートされているDIMM
と使用可能なDIMMのリストは、CiscoUCSB200M5のスペックシートに記載されています。

スペックシートに記載されている DIMM以外の DIMMは使用しないでください。それらを使
用すると、サーバに修復不可能な損傷を与え、ダウンタイムが発生する可能性があります。

メモリ入力ガイドライン

このブレードサーバは、24個の DIMMスロットを備えています（CPUごとに 12個）。

サポートされるのは、シスコのメモリだけです。サードパーティの DIMMは、テストも実施
されていませんし、サポートもされていません。

注意

このサーバで 256 GBDDRDIMM (UCS-ML-256G8RT-H)を使用する場合は、ブレードレベルの
電力制限を500Wに設定する必要があります。ブレードレベルの電力制限については、ご使用
のリリースの『CISCO UCS Manager Server Management Guide』の「Power Capping and Power
Management」の章を参照してください: Cisco UCS Manager Configuration Guides。

（注）

• 12個の DIMMの各セットは、それぞれに 2つの DIMMを持つ 6つのチャネルに編成され
ます。各 DIMMスロットには 1または 2の番号が付けられており、各 DIMMスロット 1
は青色、各 DIMMスロット 2は黒色です。各チャネルは 1文字で識別されます:

• A、B、C、D、E、および Fチャネルは、CPU 1用です。

• G、H、J、K、L、およびMチャネルは、CPU 2用です。

• 12個の DIMMスロットに許容される最大合計メモリは 768 GBです。12個の DIMMス
ロットに合計768GBを超えるメモリを搭載するには、UCS-CPU-6134Mなどの「M」で終
わる SKUを持つ CPUを使用します。

•次の図に、DIMMとチャネルの物理的な配置と番号付けの方法を示します。
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図 16 : DIMMスロットの物理的な場所

CPU 2の DIMMスロット2CPU 1の DIMMスロット1

• DIMMチャネルには、1つまたは 2つのDIMMがあります。DIMMが 1つのチャネルの場
合は、DIMMブランクを取り付ける必要があります。スロットを空にすることはできませ
ん。インストール手順については、DIMMまたは DIMMブランクの取り付け（30ペー
ジ）を参照してください。

•最適なパフォーマンスを得るには、CPUの数および CPUあたりのDIMMの数に応じて、
次の表に示す順序で DIMMを装着します。サーバに CPUが 2つ搭載されている場合は、
次の表に示すように、2つの CPU間で DIMMが均等になるように調整します。

次の表に、推奨構成を示します。CPUあたり 5、7、9、10、また
は 11個の DIMMを使用することはお勧めしません。

（注）

表 3 : DIMM装着順序

CPU 2スロットへの装着CPU 1スロットへの装着CPUあたりの
DIMMの数（推
奨構成） 黒の #2スロット青の #1スロット黒の #2スロット青の #1スロット
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-（G1）-（A1）1

-（G1、H1）-（A1、B1）2

-（G1、H1、J1）-（A1、B1、C1）3

-（G1、H1）、
（K1、L1）

-（A1、B1）、
（D1、E1）

4

-（G1、H1）、
（J1、K1）、
（L1、M1）

-（A1、B1）、
（C1、D1）、
（E1、F1）

6

（G2、H2）、
（K2、L2）

（G1、H1）、
（K1、L1）

（A2、B2）、
（D2、E2）

（A1、B1）、
（D1、E1）

8

（G2、H2）、
（J2、K2）、
（L2、M2）

（G1、H1）、
（J1、K1）、
（L1、M1）

（A2、B2）、
（C2、D2）、
（E2、F2）

（A1、B1）、
（C1、D1）、
（E1、F1）

12

DIMMまたは DIMMブランクの取り付け
DIMMまたは DIMMブランク（UCS-DIMM-BLK=）をブレードサーバのスロットに取り付け
るには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 両側の DIMMコネクタラッチを開きます。

ステップ 2 スロットの所定の位置でカチッと音がするまで、DIMMの両端を均等に押します。

DIMMのノッチがスロットに合っていることを確認します。ノッチが合っていない
と、DIMMまたはスロット、あるいはその両方が破損するおそれがあります。

（注）

ステップ 3 DIMMコネクタラッチを内側に少し押して、ラッチを完全にかけます。

ステップ 4 すべてのスロットに DIMMまたは DIMMブランクを装着します。スロットを空にすることは
できません。
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図 17 :メモリの取り付け

メモリのパフォーマンス

ブレードサーバのメモリ構成を検討する際、いくつかの考慮事項があります。次に例を示しま

す。

•異なる密度（容量）の DIMMを混在させるときは、最も密度の高い DIMMがスロット 1
に入り、以下降順になります。

• DIMMの装着および選択の他に、選択した CPUがパフォーマンスに一定の影響を与える
ことがあります。

メモリのミラーリングと RAS
ブレードサーバ内の Intel CPUは、偶数個のチャネルにDIMMを装着した場合にのみ、メモリ
のミラーリングをサポートします。また、メモリのミラーリングを使用した場合、信頼性上の

理由から DRAMサイズが 50 %減少します。
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Intel Optane DC永続メモリモジュールの交換
このトピックには、Intel Optaneデータセンター永続メモリモジュール（DCPMM）（装着規
則を含む）を交換するための情報が含まれています。DCPMMはDDR4DIMMと同じフォーム
ファクタを持ち、DIMMスロットに取り付けます。

Intel Optane DC永続メモリモジュールには、第二世代 Intel Xeon Scalable processorsが必要で
す。DCPMMをインストールする前に、サーバのファームウェアと BIOSをバージョン 4.0 (4)
以降にアップグレードしてから、サポートされている第二世代 Intel Xeon Scalable processorsを
インストールする必要があります。

（注）

DCPMMとそのソケットは壊れやすいので、取り付け中に損傷しないように、注意して扱う必
要があります。

注意

サーバパフォーマンスを最大限に引き出すには、DCPMMの取り付けまたは交換を行う前に、
メモリパフォーマンスに関するガイドラインと装着規則を熟知している必要があります。

（注）

DCPMMは、次の 3つのモードのいずれかで動作するように設定できます。

•メモリモード（デフォルト）：モジュールは100%メモリモジュールとして動作します。
データは揮発性であり、DRAMは DCPMMのキャッシュとして機能します。これは工場
出荷時のデフォルトモードです。

•アプリダイレクトモード：モジュールは、ソリッドステートディスクストレージデバ
イスとして動作します。データは保存され、不揮発性です。

•混合モード（25%メモリモード + 75%アプリダイレクト）：このモジュールでは、25%
の容量を揮発性メモリとして使用し、75%の容量を不揮発性ストレージとして使用して動
作します。

Intel Optane DC永続メモリモジュールの丹生直規則とパフォーマンス
のガイドライン

このトピックでは、DDR4 DRAM DIMMを使用した Intel Optane DC永続メモリモジュール
（DCPMM）を使用する場合の、メモリパフォーマンスの最大値に関する規則とガイドライン
について説明します。
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DIMMスロットの番号付け

次の図は、サーバマザーボード上の DIMMスロットの番号付けを示します。

図 18 : DIMMスロットの番号付け

設定ルール

次の規則とガイドラインを確認してください。

•このサーバでDCPMMを使用するには、2つのCPUをインストールする必要があります。

• Intel Optane DC永続メモリモジュールには、第二世代 Intel Xeon Scalable processorsが必要
です。DCPMMをインストールする前に、サーバのファームウェアと BIOSをバージョン
4.0 (4)以降にアップグレードしてから、サポートされている第二世代 Intel Xeon Scalable
processorsをインストールする必要があります。

•サーバで DCPMMを使用する場合：

•サーバにインストールされているDDR4DIMMは、すべて同じサイズである必要があ
ります。

•サーバにインストールされているDCPMMはすべて同じサイズである必要があり、同
じ SKUが必要です。

• DCPMMは 2666 MHzで動作します。サーバに 2933 MHz RDIMMまたは LRDIMMがあ
り、DCPMMを追加すると、メインメモリの速度は 2666 MHzに下がり、DCPMMの速度
に一致します。
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•各 DCPMMは、20 Wをピークとして 18 Wを引き出します。

•次の表は、このサーバでサポートされるDCPMM設定を示しています。示されているよう
に、DCPMM: DRAMの比率に応じて、CPU 1と CPU2に DIMMスロットを装着します。

図 19 :デュアル CPU設定用のサポートされる DCPMM構成

Intel Optane DC永続メモリモジュールのインストール

DCPMM設定は、交換用 DCPMMを含む、領域内のすべての DCPMMに常に適用されます。
事前設定されたサーバでは、特定の交換用 DCPMMをプロビジョニングすることはできませ
ん。

DCPMMが動作しているモードを理解します。AppDirectモードでは、この手順でいくつかの
追加の考慮事項があります。

（注）

App-DirectモードでDCPMMを交換するには、すべてのデータをDCPMMから消去する必要が
あります。この手順を実行する前に、必ずデータをバックアップまたはオフロードしてくださ

い。

注意

手順

ステップ 1 AppDirectモードでは、すべてのOptaneDIMMに保存されている既存のデータを他のストレー
ジにバックアップします。

ステップ 2 AppDirectモードでは、すべてのOptaneDIMMから目標と名前空間を自動的に削除する永続メ
モリポリシーを削除します。
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ステップ 3 既存の DCPMMの削除：

a) デコミッションしてから、サーバの電源をオフにします。
b) ブレードサーバのカバーの取り外し（5ページ）の説明に従ってサーバから上部カバー
を取り外します。

c) サーバをシャーシの前面から引き出します。

RMA状況のように、あるサーバから別のサーバに DCPMMをアクティブデータ
（永続メモリ）とともに移動する場合は、各DCPMMを新しいサーバの同じ位置
にインストールする必要があります。古いサーバから削除するときに、各DCPMM
の位置を書き留めたり、一時的にラベルを付けたりします。

注意

d) 取り外す DCPMMの場所を確認して、その DIMMスロットの両端のイジェクトレバーを
開きます。

ステップ 4 新しい DCPMMをインストールします。

DCPMMを装着する前に、このサーバの装着規則（IntelOptaneDC永続メモリモジュー
ルの丹生直規則とパフォーマンスのガイドライン（32ページ））を参照してくださ
い。

（注）

a) 新しいDCPMMをマザーボード上の空のスロットの位置に合わせます。DIMMスロット内
の位置合わせ機能を使用して、DCPMMを正しい向きに配置します。

b) DIMMがしっかりと装着され、両端のイジェクトレバーが所定の位置にロックされるま
で、DCPMMの上部の角を均等に押し下げます。

c) サーバに上部カバーを戻します。
d) サーバを元のシャーシに取り付けます。
e) サーバの自動検出サーバを完了するまで Cisco UCS Managerを待機します。

ステップ 5 インストール後の操作を実行します。

永続メモリポリシーがホスト制御の場合、OS側から次のアクションを実行する必要
があります。

（注）

•既存の設定が 100%メモリモードで、新しい DCPMMも 100%メモリモード（工場出荷
時のデフォルト）の場合、操作はすべての DCPMMが最新の一致するファームウェアレ
ベルであることを確認することだけです。

•既存の設定が完全にまたは一部 App-Directモードで、新しい DCPMMも App-Directモー
ドの場合、すべての DCPMMが最新の一致するファームウェアレベルであることを確認
し、新しい目標を作成することによってDCPMMの再プロビジョニングも行います。永続
メモリポリシーが削除されると、目標は自動的に削除されるため、新しい目標を作成する

前に既存の目標を編集または明示的に削除することはできません。

• App Directモードの場合は、永続メモリポリシーを再適用します。

• App Directモードでは、オフロードされたすべてのデータをDCPMMに復元します。

DCPMMは、サーバのBIOSセットアップユーティリティ、Cisco IMC、CiscoUCSManager、
または OS関連のユーティリティを使用して設定できます。
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•既存の設定と新しい DCPMMが異なるモードの場合は、すべての DCPMMが最新の一致
するファームウェアレベルであることを確認し、新しい目標を作成することによって

DCPMMの再プロビジョニングも行います。永続メモリポリシーが削除されると、目標は
自動的に削除されるため、新しい目標を作成する前に既存の目標を編集または明示的に削

除することはできません。

目標、地域、および名前空間を設定するためのツールが多数用意されています。

•サーバのBIOSセットアップユーティリティを使用するには、『DCPMMのサーバーBIOS
セットアップユーティリティメニュー（36ページ）』を参照してください。

• Cisco IMCまたは Cisco UCS Managerを使用するには、『Cisco UCS: Intel Optane DC永続
メモリモジュールの設定と管理』ガイドを参照してください。

DCPMMのサーバー BIOSセットアップユーティリティメニュー

データ損失の可能性：現在インストールされている DCPMMのモードを、アプリダイレクト
モードまたは混合モードからメモリモードに変更すると、永続メモリ内のデータはすべて削除

されます。

注意

DCPMMは、サーバの BIOSセットアップユーティリティ、Cisco IMC、Cisco UCS Manager、
または OS関連のユーティリティを使用して設定できます。

• BIOSセットアップユーティリティを使用するには、以下のセクションを参照してくださ
い。

• Cisco IMCを使用するには、Cisco IMC4.0(4)以降の設定ガイドを参照してください。CISCO
IMC CLIおよび GUI設定ガイド

• Cisco UCS Managerを使用するには、Cisco UCS Manager 4.0(4)以降の設定ガイドを参照し
てください。Cisco UCS Manager CLIおよび GUI設定ガイド

サーバー BIOSセットアップユーティリティには、DCPMMのメニューが含まれています。
DCPMMの領域、目標、および名前スペースを表示または設定したり、DCPMMファームウェ
アを更新したりするために使用できます。

システムブート中ににプロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップユーティ
リティを開きます。

DCPMMメニューは、ユーティリティの [詳細]タブにあります。
Advanced > Intel Optane DC Persistent Memory Configuration

このタブから、他のメニュー項目にアクセスできます。

• DIMM：インストールされているDCPMMを表示します。このページから、DCPMMファー
ムウェアを更新し、他の DCPMMパラメータを設定できます。
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• ヘルスのモニタ

• ファームウェアの更新

• セキュリティの設定

セキュリティモードを有効にして、DCPMM設定がロックされるようにパスワードを
設定することができます。パスワードを設定すると、インストールしたすべての

DCPMMに適用されます。セキュリティモードはデフォルトでは無効です。

• データ ポリシーの設定

• 領域：領域とその永続的なメモリタイプを表示します。インターリーブでアプリダイレク
トモードを使用する場合、リージョンの数はサーバ内の CPUソケットの数に等しくなり
ます。インターリーブでアプリダイレクトモードを使用しない場合、リージョンの数は

サーバ内の DCPMMソケットの数に等しくなります。

[領域]ページから、リソースの割り当て方法をDCPMMに通知するメモリの目標を設定で
きます。

• 目標設定の作成

• 名前スペース：名前スペースを表示し、永続的なメモリが使用されているときにそれらを作
成または削除することができます。目標の作成時に名前スペースを作成することもできま

す。永続メモリの名前スペースのプロビジョニングは、選択した領域にのみ適用されま

す。

サイズなどの既存の名前スペース属性は変更できません。名前スペースを追加または削除

することができます。

• 合計容量：サーバ全体のリソース割り当ての合計を表示します。

BIOSセットアップユーティリティを使用して DCPMMファームウェアを更新する

.binファイルへのパスがわかっている場合は、BIOSセットアップユーティリティからDCPMM
ファームウェアを更新できます。ファームウェアの更新は、インストールされているすべての

DCPMMに適用されます。

1. [Advanced（詳細）] > [Intel Optane DC Persistent Memory Configuration（Intel Optane

DC 永続メモリ設定）] > [DIMM] > [Update firmware（ファームウェアの更新）]に移動します。

2. [File（ファイル）]で、ファイルパスを .binファイルに指定します。

3. [アップデート（Update）] を選択します。

mLOMスロットへの仮想インターフェイスカードの取り
付け

mLOMスロットでサポートされている Cisco VICカード（次の手順を使用）：
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• Cisco UCS VIC 1340

• Cisco UCS VIC 1440

オプション VICポートエクスパンダでサポートされている Cisco VICカード（mLOM VICに
加えてリアメザニンモジュールを取り付け（39ページ）の手順を使用）：

• Cisco UCS VIC 1380

• Cisco UCS VIC 1480

ブレードサーバに Cisco VICカードを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 背面メザニンモジュールが取り付けられている場合、mLOMスロットへアクセスできるよう
に取り外します。

ステップ 2 VICコネクタをマザーボードコネクタの上に置き、マザーボード上のスタンドオフポストに
非脱落型ネジを合わせます。

ステップ 3 VICコネクタをマザーボードコネクタにしっかりと押し込みます。ここには「PRESS HERE
TO INSTALL」と記載されています。

ステップ 4 非脱落型ネジを締めます。

VICを取り外すには、上記の手順と逆の順序で行います。マザーボードからコネクタ
を取り外すときは、コネクタとの接続が緩むまで、コネクタの長さ方向に基板を数回

ゆっくり往復運動させると効果的です。

ヒント

図 20 : mLOMスロットへの VICの取り付け
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mLOM VICに加えてリアメザニンモジュールを取り付け
サポートされているすべてのリアメザニンモジュールには、共通の取り付けプロセスがあり

ます。このサーバで現在サポートされていて使用可能なリアメザニンモジュールのリストは、

「Cisco UCS B-Series Blade Servers Data Sheets」ページの『Cisco UCS B200 M5 Blade Server Data
Sheet』に記載されています。背面メザニンスロットは、VICポートエキスパンダ、NVIDIA
P6 GPU、および非 I/Oメザニンカードにも使用できます。

背面VICポートエクスパンダでサポートされているCiscoVICカード（このセクションの手順
を使用）：

• Cisco UCS VIC 1380

• Cisco UCS VIC 1480

mLOMスロットでサポートされている Cisco VICカード（mLOMスロットへの仮想インター
フェイスカードの取り付け（37ページ）の手順を使用）。

• Cisco UCS VIC 1340

• Cisco UCS VIC 1440

あるタイプのリアメザニンモジュールを別のタイプのモジュールに交換する場合は、物理的

に交換を実行する前に、最新のデバイスドライバをダウンロードしてサーバのオペレーティン

グシステムにロードします。詳細については、該当する『Cisco UCS Manager Software
Configuration Guide』の「Firmware Management」の章を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 リアメザニンモジュールをマザーボードコネクタの上に置き（コールアウト1）、マザーボー
ド上のスタンドオフポストに 2つのリアメザニンモジュールの非脱落型ネジを合わせます。

ステップ 2 リアメザニンモジュールをマザーボードコネクタにしっかりと押し込みます（コールアウト
2）。ここには「PRESS HERE TO INSTALL」と記載されています。

ステップ 3 2本のリアメザニンモジュールの非脱落型ネジを締めます（コールアウト 3）。

リアメザニンモジュールを取り外すには、取り付けのときとは逆の順番で作業しま

す。リアメザニンモジュールをマザーボードから取り外すときは、マザーボードコ

ネクタとの接続が緩むまで、コネクタの長さに沿ってリアメザニンモジュールをゆっ

くり往復運動させると効果的です。

ヒント
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図 21 :リアメザニンモジュールの取り付け

NVIDIA P6 GPUカード
NVIDIAP6グラフィック処理ユニット（GPU）のカードは、サーバにグラフィックおよびコン
ピューティング機能を提供します。NVIDIAP6GPUカードにはサポートされている2つのバー
ジョンがあります。

• UCSBGPUP6Fは、サーバの前面メザニンスロットにのみ取り付けできます。インストー
ル手順については、サーバの前面にある NVIDIA GPUカードの取り付け（41ページ）を
参照してください。

サーバの CPUが 165 W以上の場合、前面メザニンカードを取り
付けることはできません。

（注）

• UCSB GPU P6 Rは、サーバの背面メザニンスロット（スロット 2）にのみ取り付けでき
ます。インストール手順については、サーバの背面にある NVIDIA GPUカードの取り付
け（45ページ）を参照してください。

次の図は、前面および背面メザニンスロットに取り付けられている NVIDIA P6 GPUを示しま
す。
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図 22 :前面および背面メザニンスロットに取り付けられている NVIDIA GPU

背面 GPU2前面 GPU1

-カスタムスタンドオフネジ3

サーバの前面にある NVIDIA GPUカードの取り付け
次の図は、前面 NVIDIA P6 GPU（UCSB-GPU-P6-F）を示します。
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図 23 :サーバの前面に取り付ける NVIDIA P6 GPU

GPUを取り付けるとき手に取り押し
続けます。

2前面にあるサーバのマザーボードにサ

ムネジをレッグします。

1
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図 24 :サーバの前面の NVIDIA P6 GPUのトップダウン図

下のスタンドオフに取り付けるサム

ネジ

2サーバのマザーボードにサムネジを

レッグします。

1

NVIDIAGPUを取り付けるには、次の手順に行います。

始める前に

前面メザニンスロットに NVIDIA P6 GPU（UCSB-GPU-P6-F）を取り付ける前に：

• GPUを取り付けたCiscoUCSドメインをアップグレードして、このカードをサポートする
Cisco UCS Managerのバージョンにします。サポートされるハードウェアについては、次
の URLで『Release Notes for Cisco UCS Software』の最新バージョンを参照してください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-release-notes-list.html

•存在する場合は、前面メザニンストレージモジュールを外します。サーバの前面にNVIDIA
P6GPUを取り付けるとき、前面メザニンスロットのストレージモジュールを使用するこ
とはできません。
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手順

ステップ 1 次の図に示すように、サーバ（callout 1）の前面に正しい方向で GPUを配置します。

ステップ 2 サーバにGPUを取り付けます。ハンドル（callout 5）を押し下げて、GPUにしっかりと固定し
ます。

ステップ 3 マザーボードのスタンドオフがある GPUの背後に（callout 4）サムネジ（callout 3）を取り付
けます。

ステップ 4 レッグのサムネジ（callout 2）をマザーボードに取り付けます。

ステップ 5 ドライブブランキングパネルを取り付けます。

図 25 :サーバの前面にある NVIDIA GPUの取り付け

マザーボードに取り付けるサムネジ

をレッグします。

2サーバの前面1

マザーボードのスタンドオフ4下のスタンドオフに取り付けるサムネ

ジ

3
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:GPUをしっかり取り付けるため手に
取り押し続けます。

[5]

サーバの背面にある NVIDIA GPUカードの取り付け
UCSB-GPU-P6-Rを現場でサーバに取り付ける場合、マザーボードに対してGPUを支え、取り
付けるため、オプションキットが GPU（CPUおよびヒートシンク）自体に付属し、T型の取
り付け用レンチ、およびカスタムスタンドオフが含まれています。オプションキットの 3つ
のコンポーネントを次の図に示します。

図 26 : NVIDIA P6 GPU（UCSB-GPU-P6-R）オプションキット

T型レンチ2NVIDIA P6 GPU（CPUとヒートシ
ンク）

1
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-カスタムスタンドオフ3

始める前に

背面メザニンスロットに NVIDIA P6 GPU（UCSB-GPU-P6-R）を取り付ける前に：

• GPUを取り付けたCiscoUCSドメインをアップグレードして、このカードをサポートする
Cisco UCS Managerのバージョンにします。サポートされるハードウェアについては、次
の URLで『Release Notes for Cisco UCS Software』の最新バージョンを参照してください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-release-notes-list.html

•背面メザニンスロット 2から、VIC 1480、VIC 1380、VICポートエクスパンダカードな
どその他カードを取り外します。NVIDIAM6 GPUを取り付けると、背面メザニンスロッ
トで他のカードは使用できません。

手順

ステップ 1 GPUに付属する T型のレンチを使用して、マザーボード背面の端にある既存のスタンドオフ
を取り外します。

ステップ 2 マザーボード背面の端の同一の場所に、カスタムスタンドオフを取り付けます。

ステップ 3 CPUをマザーボードのコネクタ上に配置して、スタンドオフポスト（番号1）にすべての非脱
落型ネジを合わせます。

ステップ 4 非脱落型ネジを締めます（番号 2）。
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図 27 :背面メザニンスロットに NVIDIA P6 GPUを取り付ける

トラステッドプラットフォームモジュールのイネーブル

化
トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファ
クトを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、

証明書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確

認するうえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての
環境で安全なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どお
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りのものであることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリ

ティを維持していることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは Intelの Trusted
Execution Technology（TXT）セキュリティ機能の要件であり、TPMを搭載したサーバの BIOS
設定で有効にする必要があります。

Cisco UCS B200 M5は、TPMの 2つのオプションをサポートしています。

• TPM 1.2。

• TPM 2.0、UCSX-TPM2-002B（=）は連邦情報処理標準（FIPS）140-2に準拠しています。
FIPSはサポートされていますが、FIPS 140-2がサポートされるようになりました。

手順

ステップ 1 TPMのハードウェアを取り付けます。

a) シャーシからブレードサーバの電源をデコミッションにして、電源をオフにし、取り外し
ます。

b) ブレードサーバのカバーの取り外し（5ページ）の説明に従ってサーバから上部カバー
を取り外します。

c) サーバのマザーボード上の TPMソケットに TPMを取り付け、付属の一方向ネジを使用し
て固定します。TPMソケットの位置については、次の図を参照してください。

d) ブレードサーバをシャーシに戻して自動的に再認識、再関連付け、および再始動されるよ
うにします。

e) 次のステップに進み、サーバ BIOSでの TPMサポートをイネーブルにします。

図 28 : TPMソケットの位置

マザーボード上のTPM
ソケット

2サーバの前面1

ステップ 2 BIOSでの TPMサポートをイネーブルにします。

a) Cisco UCS Managerで、[Navigation]ウィンドウの [Servers]タブをクリックします。
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b) [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。
c) TPMを設定する組織のノードを展開します。
d) [BIOS Policies]を展開して、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。
e) [Work]ペインで、[Advanced]タブをクリックします。
f) [Trusted Platform]サブタブをクリックします。

g) TPMサポートを有効にするには、[Enable]または [Platform Default]をクリックします。
h) [Save Changes]をクリックします。
i) 次の手順に進んでください。

ステップ 3 BIOSポリシーでTXTサポートを有効にします。これは両方のTPMでサポートされています。

サーバ上で実行するリリースの『Cisco UCS Manager Configuration Guide』の手順に従ってくだ
さい。

トラステッドプラットフォームモジュール (TPM)の交換
TPMモジュールは、プリント基板アセンブリ (PCBA)に取り付けられています。PCBAをリサ
イクルする前に、PCBAからTPMモジュールを取り外す必要があります。TPMモジュールは、
タンパー耐性ねじでスレッドスタンドオフに固定されています。ねじに適切なツールがない場

合、ペンチを使用してねじを取り外すことができます。

始める前に

リサイクラのみ。この手順は、標準のフィールドサービスオプションではありません。この手

順は適切な処分のための電子機器を要求するリサイクラのためのものであり、エコデザインと

eウェスト規制に準拠しています。

（注）

TPMを取り外すと、TPMが使用できなくなります。TPMを別のブレードサーバに交換する場
合は、この手順を使用しないでください。元のブレードサーバから取り外した後の再取り付け

が保証されていないためです。この手順は、リサイクルまたは廃棄のために TPMを取り外す
場合にのみ使用します。

注意

トラステッドプラットフォームモジュール (TPM)を取り外すには、サーバの次の要件を満た
している必要があります。

•施設の電源から取り外す必要があります。

•サーバを機器ラックから取り外す必要があります。

•上部カバーを取り外す必要があります。上部カバーを取り外す場合は、ブレードサーバの
カバーの取り外し（5ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 TPMモジュールを回転させます。

次の図では、TPMモジュールのねじの位置を示しています。

図 29 : TPMモジュールを取り外すためのねじの位置

ステップ 2 ペンチを使用してねじの頭をつかみ、ねじが外れるまで反時計回りに回転させます。

ステップ 3 TPMモジュールを取り外し、適切に廃棄します。

次のタスク

PCBアセンブリの取り外しと処分。「PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル（68ページ）」
を参照してください。

ミニストレージモジュール
サーバには、追加の内部ストレージを提供するためにマザーボードソケットに接続するミニス

トレージモジュールオプションがあります。ミニストレージモジュールは、次のタイプのい

ずれかになります。

•最大 2枚の SDカードをサポートする SDカードモジュール。

•最大 2個の SATA M.2 SSDをサポートするM.2 SSDモジュール。

Cisco IMCファームウェアには、このミニストレージモジュールのM.2バージョンにインス
トールされているM.2ドライブのアウトオブバンド管理インターフェイス（UCS-MSTOR-M2）
は含まれていません。M.2ドライブは、Cisco IMCインベントリには表示されず、Cisco IMCに
よって管理することもできません。これは想定されている動作です。

（注）
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ミニストレージモジュールキャリアの交換

ここでは、ミニストレージモジュールキャリアの取り外しと取り付けについて説明します。

キャリアには、上部に 1つのメディアソケット、下部に 1つのソケットがあります。すべての
タイプ（SDカードまたはM.2 SSD）のミニストレージモジュールキャリアに対して、次の手
順を使用します。

手順

ステップ 1 サーバからキャリアを外します:

a) 固定クリップを押し外して、サーバボードソケットからモジュールを外します。
b) ストレージモジュールを上に引き上げて取り外します。

図 30 :ミニストレージモジュールキャリアの取り外し

ステップ 2 キャリアをソケットに取り付けます。

a) キャリアの 2つの穴をホルダーピンに合わせます。
b) キャリアの両端を使ってホルダーに押し込み、固定クリップが確実にはめ込まれるように
します。キャリアの 4隅を押して完全に取り付けます。
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図 31 :ミニストレージモジュールキャリアの取り付け

M.2 SSDの交換
このタスクでは、ミニストレージモジュールキャリアからM.2 SSDを取り外す方法について
説明します。

ミニストレージ内のM.2 SSDの装着規則

•キャリア内で 1つまたは 2つのM.2 SSDを使用できます。

• M.2ソケット 1はキャリアの上部にあり、M.2ソケット 2はキャリアの下部（サーバボー
ドソケットに対するキャリアコネクタと同じ側）にあります。

• BIOSセットアップユーティリティの組み込みSATARAIDインターフェイスを使用して、
デュアル SATA M.2 SSDを RAID 1アレイ内に設定できます。組み込み SATA RAIDコン
トローラ（53ページ）を参照してください。

M.2 SSDはハードウェア RAIDコントローラカードでは制御でき
ません。

（注）

内蔵 SATA RAIDコントローラでは、レガシーモードではなく、
UEFIモードで起動するようにサーバが設定されている必要があり
ます。

（注）
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手順

ステップ 1 キャリアからM.2 SSDを取り外します。

a) No. 1プラスドライバを使用して、M.2 SSDをミニストレージモジュールキャリアに固定
している 1本のネジを緩めます。

b) M.2 SSDをキャリアのソケットから引きます。

ステップ 2 M.2 SSDを取り付けます。

a) M.2カードのゴールドフィンガをM.2ミニストレージモジュールの上部にあるモジュー
ルコネクタに合わせ、M.2カードをモジュールコネクタに完全に押し込みます。

b) #1プラスドライバを使用して、1個のネジを取り付け、M.2カードをM.2ミニストレージ
モジュールに固定します。

図 32 :キャリアにM.2 SSDを取り付ける

組み込み SATA RAIDコントローラ
このサーバには組み込み SATA MegaRAIDコントローラが内蔵されており、内蔵 SATA M.2ド
ライブの制御に使用できます。このコントローラは RAIDレベル 0および 1をサポートしま
す。

SW RAIDモードの組み込み SATA MegaRAIDコントローラでは、VMware ESX/ESXiオペレー
ティングシステムはサポートされていません。VMWareは AHCIモードで使用できます。

（注）
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MicrosoftWindowsServer 2016Hyper-Vハイパーバイザは、SWRAIDモードの組み込みMegaRAID
コントローラで使用できますが、他のハイパーバイザはどれもサポートされていません。AHCI
モードではすべてのハイパーバイザがサポートされます。

（注）

HW RAIDコントローラを搭載したサーバでM.2 SATA SSDを制御することはできません。（注）

組み込み SATA RAIDの要件

組み込み SATA RAIDコントローラでは、次の項目が必要です。

•組み込み SATA RAIDコントローラは、Cisco UCS Managerでイネーブルにする必要があ
ります。

• 2台の SATA M.2 SSDが搭載されたM.2ミニストレージモジュール。

•ソフトウェア RAIDコントローラには UEFIブートモードが必要です。レガシーブート
モードはサポートされていません。

•（任意）Windowsまたは Linuxの場合は LSI MegaSRドライバ。

• Linuxで組み込み RAIDコントローラを使用する場合は、pSATAコントローラと sSATA
コントローラの両方を LSI SW RAIDモードに設定する必要があります。

組み込み SATA RAIDコントローラに関する考慮事項

以下の点に注意してください。

•この組み込みコントローラハブのデフォルト設定は、2台のM.2 SATAドライブの SATA
RAID 0と 1のサポートです。ハブは、異なる機能を持つ 2つの SATAコントローラに分
かれています。組み込み SATA RAID：2台の SATAコントローラ（55ページ）を参照し
てください。

•サーバとこの組み込みコントローラを合わせて発注すると、コントローラはイネーブルに
なります。サーバがデフォルトにリセットされる場合に備えて、コントローラを有効にす

る手順が含まれます。SATAモードのイネーブル化（55ページ）を参照してください。

•このコントローラには必要なドライバがすでにインストールされているため、すぐに使用
できます。ただし、このコントローラをWindowsまたはLinuxで使用する場合、これらの
オペレーティングシステム用の追加ドライバをダウンロードおよびインストールする必要

があります。「Windowsおよび Linuxへの LSIMegaSRドライバのインストール（55ペー
ジ）」を参照してください。
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組み込み SATA RAID：2台の SATAコントローラ

組み込み RAIDプラットフォームコントローラハブ（PCH）は、プライマリ SATA（pSATA）
とセカンダリ SATA（sSATA）の 2台のコントローラに分けられます。これらの 2つのコント
ローラは、UCS Managerで別個の RAIDコントローラと見なされます。

•プライマリ pSATAコントローラは無効になっています。

•セカンダリ sSATAコントローラは、2つの内部M.2 SATAドライブがM.2ミニストレー
ジモジュールオプションに存在する場合にそれらを制御します。

•各コントローラは Cisco UCS Managerで個別にリストされます。Cisco UCS Managerで
sSATAコントローラを有効または無効にすることができます。「SATAモードのイネーブ
ル化（55ページ）」を参照してください。

SATAモードのイネーブル化

Cisco UCS Managerで次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 SATAモードを設定します。

a) sSATAコントローラのM.2状態を変更するには、ブレードサーバに割り当てられている
サービスプロファイルのストレージサブプロファイルで変更します。選択肢は次のとお

りです。

• [LSI SW RAID SWR]：内蔵 SATA M.2ドライブの制御用に組み込みの sSATA RAIDコ
ントローラを有効にします。

• [AHCI]：組み込み RAIDコントローラではなく、OSを通じてAHCIによる内部 SATA
M.2ドライブの制御を有効にします。

• [Disabled]：組み込み sSATA RAIDコントローラを無効にします。

ステップ 2 変更を保存し、終了するには、F10を押します。

Windowsおよび Linuxへの LSI MegaSRドライバのインストール

このコントローラには必要なドライバがすでにインストールされているため、すぐに使用でき

ます。ただし、このコントローラをWindowsまたはLinuxで使用する場合、これらのオペレー
ティングシステム用の追加ドライバをダウンロードおよびインストールする必要があります。

（注）

この項では、次のサポートされるオペレーティングシステムでの LSIMegaSRドライバのイン
ストール方法について説明します。
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• Microsoft Windows Server

• Red Hat Enterprise Linux（RHEL）

• SUSE Linux Enterprise Server（SLES）

サポートされる特定の OSバージョンについては、該当するサーバリリースの『Hardware and
Software Compatibility Matrix』を参照してください。

MegaSRドライバのダウンロード

MegaSRドライバは、サーバおよび OSの Bシリーズドライバ ISOに含まれています。

手順

ステップ 1 お使いのサーバに対応するドライバ ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索し、ワー
クステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。
b) [Select a Product (製品検索)]検索フィールドにサーバの名前を入力し、[Enter]を押しま
す。

c) [Unified Computing System (UCS) Drivers]をクリックします。
d) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
e) [Download (ダウンロード)]アイコンをクリックして、ドライバ ISOファイルをダウンロー
ドします。

ステップ 2 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ドライバの ISOファイルを保存する場所を参照し
ます。

Microsoft Windows Serverのドライバ

Microsoft Windows Serverのドライバのインストール

Windows Serverオペレーティングシステムは自動的にドライバを追加し、ドライバを適切な
ディレクトリに登録およびコピーします。

始める前に

このドライバを sSATA組み込みコントローラにインストールする前に、RAIDドライブグルー
プを設定する必要があります。

設定ユーティリティにアクセスするには、BIOSセットアップユーティリティを開き、[Advanced]
タブに移動して、sSATA組み込みコントローラのユーティリティインスタンス [LSI Software
RAID Configuration Utility (sSATA)]を選択します。
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手順

ステップ 1 MegaSRドライバのダウンロード（56ページ）の説明に従って、Cisco UCS Bシリーズドラ
イバの ISOをダウンロードします。

ステップ 2 USBメモリ上にドライバを準備します。

a) ISOイメージをディスクに書き込みます。
b) ドライバフォルダのコンテンツを参照し、組み込みMegaRAIDドライバの場所
（/<OS>/Storage/Intel/B600/）を表示します。

c) MegaSRドライバファイルのあるフォルダを含む Zipファイルを展開します。
d) 展開したフォルダを USBメモリにコピーします。

ステップ 3 次のいずれかの方法を使用してWindowsドライバのインストールを開始します。

•ローカルメディアからインストールするには、外部USBDVDドライブをサーバに接続し
（サーバに DVDドライブがインストールされていない場合）、最初のWindowsインス
トールディスクを DVDドライブに挿入します。ステップ 6に進みます。

•リモート ISOからインストールするには、サーバの Cisco IMCインターフェイスにログイ
ンし、次のステップに進みます。

ステップ 4 Virtual KVMコンソールウィンドウを起動し、[Virtual Media]タブをクリックします。

a) [Add Image]をクリックし、リモートWindowsインストール ISOファイルを参照して選択
します。

b) 追加したメディアの [Mapped]カラムのチェックボックスをオンにし、マッピングが完了す
るまで待ちます。

ステップ 5 サーバの電源を再投入します。

ステップ 6 起動中にF6プロンプトが表示されたら、F6を押します。[BootMenu]ウィンドウが開きます。

ステップ 7 [Boot Manager]ウィンドウで、物理ディスクまたは仮想DVDを選択して Enterを押します。イ
メージが起動され、Windowsのインストールが開始されます。

ステップ 8 「Press any key to boot from CD」というプロンプトが表示されたら Enterを押します。

ステップ 9 Windowsインストールプロセスを監視し、必要に応じて好みや自社の標準に従ってウィザー
ドのプロンプトに応答します。

ステップ 10 「Where do you want to install Windows?」というメッセージが表示されたら、まず組み込み
MegaRAID用のドライバをインストールします。

a) [LoadDriver]をクリックします。[LoadDriver]ダイアログボックスが表示され、インストー
ルするドライバを選択するよう求められます。

b) ステップ 3で準備した USBメモリをターゲットサーバに接続します。
c) [Windows Load Driver]ダイアログで、[Browse]をクリックしてます。
d) ダイアログボックスを使用して USBメモリ上のドライバフォルダの場所を参照し、[OK]
をクリックします。

選択したドライバがフォルダからロードされます。ロードが完了すると、「Select thedriver
to be installed」の下にドライバが一覧表示されます。
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e) [Next]をクリックしてドライバをインストールします。

Microsoft Windows Serverドライバの更新

手順

ステップ 1 [Start]をクリックして [Settings]にカーソルを合わせ、[Control Panel]をクリックします。

ステップ 2 [System]をダブルクリックし、[Hardware]タブをクリックして [Device Manager]をクリックし
ます。[Device Manager]が起動します。

ステップ 3 [Device Manager]で [SCSI and RAID Controllers]をダブルクリックし、ドライバをインストール
するデバイスを右クリックして [Properties]をクリックします。

ステップ 4 [Driver]タブで、[Update Driver]をクリックして [Update Device Driver]ウィザードを開き、ウィ
ザードの指示に従ってドライバを更新します。

Linuxドライバ

ドライバイメージファイルのダウンロード

ドライバのダウンロード手順については、MegaSRドライバのダウンロード（56ページ）を
参照してください。Linuxドライバは、組み込みMegaRAIDスタックのブートイメージである
dud-[driver version].imgの形式で含まれています。

シスコが Red Hat Linuxおよび SuSE Linuxに提供する LSI MegaSRドライバはそれらの配信の
元の GAバージョンです。ドライバはこれらの OSカーネルのアップデートをサポートしませ
ん。

（注）

Linux用物理メモリの準備

ここでは、ドライバのイメージファイルからLinux用物理メモリを準備する方法について説明
します。

この手順には、ISOイメージをディスクに書き込むために使用できる CDまたは DVDドライ
ブ、および USBメモリが必要です。

または、インストール手順で説明されているように dud.imgファイルを仮想フロッピーディス
クとして取り付けることができます。

RHELおよび SLESでは、ドライバディスクユーティリティを使用して、イメージファイル
からディスクイメージを作成できます。
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手順

ステップ 1 MegaSRドライバのダウンロード（56ページ）の説明に従って Cisco UCS Bシリーズドライ
バ ISOをダウンロードし、Linuxシステムに保存します。

ステップ 2 dud.imgまたは dd.isoドライバファイルを抽出します。

RHEL 7.1および以降では、dud.imgファイルはありません。ドライバが dd.isoファイ
ルに含まれています。

（注）

a) Cisco UCS Cシリーズドライバ ISOイメージをディスクに焼きます。
b) 組み込みMegaRAIDドライバの場所 /<OS>/Storage/Intel/C600-M5/に移動し、ドライバフォ
ルダの内容を参照します。

c) ドライバファイルのあるフォルダを含む Zipファイルを展開します。

ステップ 3 ドライバ更新イメージ dud-[driver version].img (または dd.iso)を Linuxシステムにコピーし
ます。

ステップ 4 空の USBサムドライブを Linuxシステムのポートに挿入します。

ステップ 5 ディレクトリを作成し、そのディレクトリにdud.imgまたはdd.isoイメージをマウントします。

例：

mkdir <destination_folder>

mount -oloop <driver_image> <destination_folder>

ステップ 6 ディレクトリの内容を USBメモリにコピーします。

Red Hat Enterprise Linuxドライバのインストール

サポートされる特定の OSバージョンについては、サーバリリースの『Hardware and Software
Compatibility Matrix』を参照してください。

ここでは、組み込みMegaRAIDスタックを持つシステムへの RHELデバイスドライバの新規
インストールについて説明します。

Linuxで組み込み RAIDコントローラを使用する場合は、pSATAコントローラと sSATAコン
トローラの両方を LSI SW RAIDモードに設定する必要があります。

（注）

始める前に

このドライバを sSATA組み込みコントローラにインストールする前に、RAIDドライブグルー
プを設定する必要があります。

設定ユーティリティにアクセスするには、BIOSセットアップユーティリティを開き、[Advanced]
タブに移動して、sSATA組み込みコントローラのユーティリティインスタンス [LSI Software
RAID Configuration Utility (sSATA)]を選択します。
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手順

ステップ 1 次のいずれかの方法で dud.img（または dd.iso）ファイルを準備します。

RHEL 7.1および以降では、dud.imgファイルはありません。ドライバが dd.isoファイ
ルに含まれています。

（注）

•物理ディスクからインストールする場合は、Linux用物理メモリの準備（58ページ）の
手順を使用して、ステップ 4に進みます。

•仮想ディスクからインストールするには、MegaSRドライバのダウンロード（56ページ）
の手順に従ってCisco UCSBシリーズドライバの ISOをダウンロードしてから、次の手順
に進みます。

ステップ 2 dud.img（または dd.iso）ファイルを抽出します。

a) Cisco UCS Cシリーズドライバ ISOイメージをディスクに焼きます。
b) 組み込みMegaRAIDドライバの場所 /<OS>/Storage/Intel/C600-M5/に移動し、ドライバフォ
ルダの内容を参照します。

c) dud-<ドライバ バージョン>.img（または dd.iso）ファイルをワークステーションの一時保存場
所にコピーします。

d) RHEL 7.xを使用している場合、保存されている dd.isoの名前を dd.imgに変更します。

RHEL 7.xを使用している場合、dd.isoのファイル名を dd.imgに変更することで、
この手順を簡略化し、時間を節約します。Cisco UCS仮想ドライブマッパーで
は、一度に 1個の .isoを、仮想 CD/DVDとしてのみマップ可能です。ファイル名
を dd.imgに変更することで、仮想 CD/DVDとして RHELインストール ISOをマ
ウントし、仮想フロッピーディスクまたはリムーバブルディスクとして名前を

変更した dd.imgを同時にマウントできます。これにより、dd.isoドライバファイ
ルがプロンプトされた際に、RHEL ISOのマウント解除および再マウントの手順
を回避できます。

（注）

ステップ 3 次のいずれかの方法を使用して Linuxドライバのインストールを開始します。

•ローカルメディアからインストールするには、外部 USB CD/DVDドライブをサーバに接
続し、その後最初の RHELインストールディスクをドライブに挿入します。手順 5に進
みます。

•仮想ディスクからインストールするには、サーバの Cisco IMCインターフェイスにログイ
ンします。その後、次の手順に進みます。

ステップ 4 Virtual KVMコンソールウィンドウを起動し、[Virtual Media]タブをクリックします。

a) [Add Image (イメージの追加)]をクリックし、リモート RHELインストール ISOイメージ
を参照して選択します。

.isoファイルは、仮想 CD/DVDとしてのみマップ可能です。（注）

ブレードサーバの保守

60

ブレードサーバの保守

Red Hat Enterprise Linuxドライバのインストール



b) [AddImage (イメージの追加)]を再度クリックし、手順2で名前を変更したRHEL6.xdud.img
または RHEL 7.x dd.imgファイルを選択するため参照します。

仮想フロッピーディスクまたは仮想リムーバブルディスクとして、.imgファイ
ルをマップします。

（注）

c) 追加したメディアの [Mapped]列のチェックボックスをオンにし、マッピングが完了するま
で待ちます。

ステップ 5 ターゲットサーバの電源を再投入します。

ステップ 6 起動中にF6プロンプトが表示されたら、F6を押します。[BootMenu]ウィンドウが開きます。

次の手順の [Enter]を押してインストールを開始しないでください。代わりに、[e]を
押してインストールパラメータを閉じます。

（注）

ステップ 7 [Boot Menu (ブートメニュー)]ウィンドウで、矢印キーを使用して [Install Red Hat Enterprise
Linux (Red Hat Enterprise Linuxのインストール)]を選択し、[e]を押してインストールパラ
メータを編集します。

ステップ 8 linuxefiから始まる行の最後に、次のブラックリストコマンドのいずれかを追加します。

• RHEL 6.x (32- and 64-bit)の場合は以下を入力します。

linux dd blacklist=isci blacklist=ahci nodmraid noprobe=<atadrive number>

noprobeの値は、ドライブ数に依存します。たとえば、3つのドライブのあるRAID
5構成で RHEL 6.xをインストールするには次を入力します。

Linux dd blacklist=isci blacklist=ahci nodmraid noprobe=ata1 noprobe=ata2

（注）

• RHEL 7.x (32-および 64-ビット)の場合は以下を入力します。

linux dd modprobe.blacklist=ahci nodmraid

ステップ 9 オプション:インストール中に完全かつ詳細なインストールステータス手順を表示するには、
行から Quietパラメータを削除します。

ステップ 10 [BootMenu (ブートメニュー)]ウィンドウで、[Ctrl+x]を押してインタラクティブなインストー
ルを開始します。

ステップ 11 [Driver disk device selection (ドライバディスクデバイス選択)]で、ドライバ .imgファイルを
インストールするオプションを選択します。(rと入力して、入力されていないリストを更新し
ます。)

マッピングのため dd.imgの名前を変更しても、インストーラはドライバファイルを
.isoファイルとして認識します。

（注）

リスト内のドライバデバイス ISOの数を入力します。RHEL ISOイメージを選択しないでくだ
さい。次の例では、6と入力してデバイス sdbを選択します。
5) sr0 iso9660 RHEL-7.6\x20Server.x

6) sdb iso9660 CDROM

# to select, ‘r’ - refresh, or ‘c’ -continue: 6
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インストーラがドライバファイルを読み込み、ドライバを一覧表示します。

ステップ 12 [Select drivers to install (ドライバを選択してインストール)]で、megasrドライバが表示されて
いる行数を入力します。次の例では、1と入力します。

1) [ ] /media/DD-1/rpms/x86_61/kmod-megasr-18.01.2010.1107_e17.6-1.x86_61.rpm

# to toggle selection, or ‘c’ -continue: 1

選択が「」内に Xとともに表示されます。
1) [X] /media/DD-1/rpms/x86_61/kmod-megasr-18.01.2010.1107_e17.6-1.x86_61.rpm

ステップ 13 cと入力して続行します。

ステップ 14 RHELのインストールウィザードに従って、インストールを完了します。

ステップ 15 ウィザードのインストール先画面が表示されたら、LSI MegaSRが選択として一覧にあること
を確認します。一覧にない場合、ドライバは正常にロードされていません。その場合、[Rescan
Disc (ディスクの再スキャン)]を選択します。

ステップ 16 インストールが完了すると、ターゲットサーバが再起動します。

SUSE Linux Enterprise Serverドライバのインストール

サポートされる特定の OSバージョンについては、サーバリリースの『Hardware and Software
Compatibility Matrix』を参照してください。

ここでは、組み込みMegaRAIDスタックを持つシステムへの SLESドライバの新規インストー
ルについて説明します。

Linuxで組み込み RAIDコントローラを使用する場合は、pSATAコントローラと sSATAコン
トローラの両方を LSI SW RAIDモードに設定する必要があります。

（注）

始める前に

このドライバを sSATA組み込みコントローラにインストールする前に、RAIDドライブグルー
プを設定する必要があります。

設定ユーティリティにアクセスするには、BIOSセットアップユーティリティを開き、[Advanced]
タブに移動して、sSATA組み込みコントローラのユーティリティインスタンス [LSI Software
RAID Configuration Utility (sSATA)]を選択します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法で dud.img（または .iso）ファイルを準備します。

•物理ディスクからインストールする場合は、Linux用物理メモリの準備（58ページ）の
手順を使用して、ステップ 4に進みます。
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•仮想ディスクからインストールするには、MegaSRドライバのダウンロード（56ページ）
の手順に従ってCisco UCSBシリーズドライバの ISOをダウンロードしてから、次の手順
に進みます。

ステップ 2 ドライバを含む dud.imgファイルを抽出します。

a) ISOイメージをディスクに書き込みます。
b) 組み込みMegaRAIDドライバの場所 /<OS>/Storage/Intel/C600-M5/に移動し、ドライバフォ
ルダの内容を参照します。

c) お使いのバージョンの SLESフォルダ内で、dud-<driver version>.imgファイルが圧縮済

み .gzファイルに同梱されています。.gzファイルから .imgファイルを抽出します。
d) dud-<ドライバ バージョン>.imgファイルをワークステーションの一時保存場所にコピーしま

す。

ステップ 3 次のいずれかの方法を使用して Linuxドライバのインストールを開始します。

•ローカルメディアからインストールするには、外部 USB DVDドライブをサーバに接続
し、その後最初の SLESインストールディスクをドライブに挿入します。手順 5に進みま
す。

•リモート ISOからインストールするには、サーバの Cisco IMCインターフェイスにログイ
ンします。その後、次の手順に進みます。

ステップ 4 Virtual KVMコンソールウィンドウを起動し、[Virtual Media]タブをクリックします。

a) [Add Image]をクリックし、リモート SLESインストール ISOファイルを参照して選択しま
す。

b) 再度 [Add Image (イメージの追加)]をクリックし、dud-<ドライババージョン>.imgファイ
ルを選択します。

c) 追加したメディアの [Mapped]列のチェックボックスをオンにし、マッピングが完了するま
で待ちます。

ステップ 5 ターゲットサーバの電源を再投入します。

ステップ 6 起動中にF6プロンプトが表示されたら、F6を押します。[BootMenu]ウィンドウが開きます。

ステップ 7 [BootManager]ウィンドウで、物理または仮想 SLESインストール ISOを選択して [Enter]を押
します。

イメージが起動され、SLESのインストールが開始されます。

ステップ 8 最初の SLES画面が表示されたら、[Installation (インストール)]を選択します。

ステップ 9 [e]を押してインストールパラメータを閉じます。

ステップ 10 linuxefiから始まる行の最後に、次のパラメータを追加します。

brokenmodules=ahci

ステップ 11 オプション:インストール中に詳細なステータス情報を確認するには、linuxefiで始まる行に次
のパラメータを追加します。

splash=verbose
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ステップ 12 [Ctrl+x]を押して、インストールを開始します。

インストールが続行されます。インストーラでは、提供した dud-<driver version>.imgファイ

ルで、自動的に LSIドライバを検索します。LSI MegaRAID SW RAID Moduleが一覧になっている

場合、詳細なステータスメッセージとともに、ドライバがインストールされていることが表示

されます。

ステップ 13 SLESのインストールウィザードに従って、インストールを完了します。[SuggestedPartitioning
(提案されたパーティション)]画面に移動したら、ドライバのインストールを確認します。

a) [Suggested Partitioning (提案されたパーティション)]画面で、[Expert Partitioner]を選択し
ます。

b) [Linux] > [Hard disks (ハードディスク)]に移動して、LSI - LSI MegaSRドライバに一覧に

なっているデバイスが存在することを確認します。デバイスは sda以外のタイプとして一
覧になっている可能性があります。次に例を示します。

dev/sdd: LSI - LSI MegaSR

デバイスが一覧になっていない場合、ドライバを適切にインストールしませんでした。そ

の場合、上記の手順を繰り返します。

ステップ 14 インストールが完了すると、ターゲットサーバがリブートします。

RAIDユーティリティに関する詳細情報

Broadcomユーティリティには、詳細な使用法に関するヘルプマニュアルが用意されています。

•組み込みソフトウェアMegaRAIDおよびサーバBIOS経由でアクセスするユーティリティ
（第 4章を参照）：『Broadcom Embedded MegaRAIDソフトウェアユーザーガイド 2018
年 3月』。

ブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールの交換
Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールを、マザーボード上のミニストレージ
モジュールソケットに接続します。2台の SATA M.2ドライブ用のスロットに加え、RAID 1
アレイ内の SATA M.2ドライブを制御可能な統合 6 Gbps SATA RAIDコントローラを搭載して
います。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラに関する考慮事項
次の考慮事項を確認します。

Ciscoブート最適化M.2RAIDコントローラは、サーバがCiscoHyperFlex設定でコンピューティ
ング専用ノードとして使用されている場合にはサポートされません。

（注）
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•このコントローラをサポートする Cisco IMCおよび Cisco UCS Managerの最小バージョン
は 4.0 (4)以降です。

•このコントローラは、RAID 1（単一ボリューム）と JBODモードをサポートします。

このコントローラモジュールを使用するとき、RAID設定のため
にサーバ組み込み SW MegaRAIDコントローラを使用しないでく
ださい。代わりに、次のインターフェイスを使用できます。

• Cisco IMC 4.0(4a)以降

• BIOS HIIユーティリティ、BIOS 4.0(4a)以降

• Cisco UCS Manager 4.0(4a)以降 (UCS Manager統合サーバ)

（注）

•スロット 1（上部）の SATAM.2ドライブは、最初の SATAデバイスです。スロット 2（裏
側）の SATA M.2ドライブは、2番目の SATAデバイスです。

•ソフトウェアのコントローラ名はMSTORです。

•スロット 1のドライブはドライブ 253としてマッピングされます。スロット 2のドラ
イブはドライブ 254としてマッピングされます。

• RAIDを使用する場合は、両方の SATA M.2ドライブが同じ容量であることをお勧めしま
す。異なる容量を使用すると、ボリュームを作成する 2つのドライブの容量が小さくな
り、残りのドライブスペースは使用できなくなります。

JBODモードは、混合容量の SATA M.2ドライブをサポートします。

•ホットプラグの交換はサポートされていません。サーバの電源をオフにする必要がありま
す。

•コントローラおよびインストールされているSATAM.2ドライブのモニタリングは、Cisco
IMCおよびCiscoUCSManagerを使用して行うことができます。また、UEFIHII、PMCLI、
XMLAPI、Redfishなどの他のユーティリティを使用してモニタすることもできます。

• Cisco UCS Managerを使用してコントローラとM.2ドライブのファームウェアをアップグ
レードして管理するには、『Cisco UCS Managerファームウェア管理ガイド』を参照して
ください。

• SATA M.2ドライブは UEFIモードでのみ起動できます。レガシブートモードはサポート
されていません。

• RAIDボリュームの一部であった単一の SATA M.2ドライブを交換する場合、ユーザーが
設定をインポートするように求めるプロンプトが表示された後に、ボリュームの再構築が

自動的に開始します。ボリュームの両方のドライブを交換する場合は、RAIDボリューム
を作成し、手動で任意の OSを再インストールする必要があります。
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•別のサーバから使用済みドライブにボリュームを作成する前に、ドライブのコンテンツを
消去することをお勧めします。サーバ BIOSの設定ユーティリティには、SATAセキュア
消去機能が搭載されています。

•サーバBIOSには、このコントローラに固有の設定ユーティリティが含まれており、RAID
ボリュームの作成と削除、コントローラプロパティの表示、および物理ドライブの内容の

消去に使用できます。サーバの起動中にプロンプトが表示された場合は、F2を押してユー
ティリティにアクセスします。次に、[Advanced（高度）] > [Cisco Boot Optimized M.2
RAID Controller（Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ）]に移動します。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラの交換
このトピックでは、Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラを取り外して交換する方法に
ついて説明します。コントローラボードの上部には 1つのM.2ソケット（スロット 1）と、そ
の下側に 1つのM.2ソケット（スロット 2）があります。

手順

ステップ 1 サーバからコントローラを取り外します。

a) シャーシからブレードサーバの電源をデコミッションにして、電源をオフにし、取り外し
ます。

b) ブレードサーバのカバーの取り外し（5ページ）の説明に従ってサーバから上部カバー
を取り外します。

c) 固定クリップを押し外して、ソケットからコントローラを外します。
d) コントローラを上に引き上げて取り外します。
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図 33 :マザーボード上の Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ

固定クリップ3マザーボード上のソケットの場所1

-配置ペグ2

ステップ 2 古いコントローラから交換用コントローラに SATAM.2ドライブを変える場合は、交換用コン
トローラを取り付ける前に、次の操作を行ってください。

ドライブ上で以前設定されたボリュームとデータは、M.2ドライブを新しいコント
ローラに変えるときに保持されます。システムは、ドライブにインストールされてい

る既存の OSを起動します。

（注）

a) No. 1プラスドライバを使用して、M.2ドライブをキャリアに固定している 1本のネジを
取り外します。

b) キャリアのソケットからM. 2ドライブを持ち上げます。
c) 交換用M.2ドライブをコントローラボードのソケット上に置きます。
d) M.2ドライブを下に向け、コネクタの終端をキャリアのソケットに挿入します。M.2ドラ
イブのラベルが上向きになっている必要があります。

e) M.2ドライブをキャリアに押し込みます。
f) M.2 SSDの終端をキャリアに固定する 1本のネジを取り付けます。
g) コントローラの電源を入れ、2番目のM.2ドライブを取り付けます。
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図 34 : Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ（M.2ドライブの取り付けの表示）

ステップ 3 マザーボード上のソケットにコントローラを取り付けます。

a) コントローラのコネクタを下向きにし、マザーボードのソケットと同じ端で、コントロー
ラをソケット上に置きます。2つの配置ペグは、コントローラの 2つの穴と一致する必要
があります。

b) 2つのペグがキャリアの 2つの穴を通過するように、コントローラのソケットの端をゆっ
くりと押し下げます。

c) 固定クリップが両端でカチッと音がしてロックされるまで、コントローラを押し下げま
す。

ステップ 4 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 5 ブレードサーバをシャーシに戻して自動的に再認識、再関連付け、および再始動されるように
します。

PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル
各ブレードサーバには、ブレードサーバの前面プレートとシートの金属製トレイに接続され

た PCBAがあります。PCBAを再利用するには、ブレードサーバの前面プレートとトレイか
ら、PCBAを取り外す必要があります。各ブレードサーバは、次のネジで前面プレートとトレ
イに接続されています。
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•前面プレート: 2個のM2x 0.4 mmネジ。

•トレイ: 16個のM3x 0.5 mmネジ。

各ブレードサーバの PCBAをリサイクルする必要があります。

始める前に

リサイクラのみ。この手順は、標準のフィールドサービスオプションではありません。この手

順は適切な処分のための電子機器を要求するリサイクラのためのものであり、エコデザインと

eウェスト規制に準拠しています。

（注）

プリント基板アセンブリ (PCBA)を取り外すには、次の要件を満たしている必要があります。

•サーバを施設の電源から取り外す必要があります。

•サーバを機器ラックから取り外す必要があります。

•サーバの上部カバーを取り外す必要があります。ブレードサーバのカバーの取り外し（
5ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 ドライバを使用して、外れるまで各前面プレートのネジを時計回りに回転させます。

次の図は、これらのネジの位置を示します。

図 35 :前面プレートの PCBA取り付けネジの位置

ステップ 2 ドライバを使用して、外れるまで取り付けネジを反時計回りに回転させます。

次の図は、ネジ穴の取り付け位置を示します。
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図 36 :ブレードサーバトレイの PCBA取り付けネジの位置

ステップ 3 PCBAを前面プレートとトレイから外し、すべての部品を適切に廃棄します。
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